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教科 工業 科目 単位数 １単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

　図面表現における
技能・技術や用いる
製図用具に対する
基礎的・基本的な知
識を習得し、それら
をどのように用いれ
ば図面表現の幅を
広げられるかを理解
する。

　投影図や透視図に
関する基本的な技
法を理解するととも
に、図面の内容を正
確に読み解き、精
確・明瞭・迅速に表
現出来る技術を習
得する。

　投影図や透視図に
おいて、どのような
課題が発生し、どの
ような解決策がある
のかを、基本的な知
識や技能をもとに、
適切に判断し解決
策を創造する能力を
身に付ける。

　投影図や透視図の
種類や表現方法に
ついて感心を持ち、
表現の多彩さやそ
の特徴に興味を持
ち、技法の習得に取
り組む。

評
価
方
法

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
課題の作成状況
作成課題数等

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
課題の作成状況
作成課題数等

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
課題の作成状況
作成課題数等

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
課題の作成状況
作成課題数等

　正投影図（第三角法）の図法について、立体図（アクソメ図、もしくはキャビネット図）と投影図の間
で相互に表現できるようにする。
　透視図法について、二点透視図法と一点透視図法で物体を立体的に表現できるようにする。
　着彩パースについて、簡単な建築物を例にとり、その表現方法を学ぶ。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

　建築物を含め、あらゆる工業製品の製作には、図面（設計図・設計図書）が欠かせません。それ
は、立体である工業製品や造形物を、平面上に図面という形で表現したものということが出来ます。
また、それらの中には、平面上に立体的に表現する方法もあります。それらの表現方法にはどのよ
うなものがあり、どのようにすればそれらを豊かに表現できるのかということについて、知識だけで
なく実際の演習を通して技術を身に付けなければなりません。
　図面の表現を、建築製図とは異なるアプローチで考えることも必要になります。

工業技術基礎　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

工業技術基礎

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

立
体
図
法

ａ：図法について積極的に関心
を持つ。
ｂ：図法の種類と表現の多様さ
を知る。

○○

a：学習態度の観察

a：観察記録表

b：課題の理解

c：作成課題数

d：課題の作成状況

ａ：透視図法について積極的に
関心を持つ。

ｂ：表現する要素について理解
し、適切な図法を選択できる。

ｃ：与えられた課題を、迅速・て
いねいに仕上げ、表現できる。

ｄ：図法の基本について、理解
できる。

第
三
角
法

ａ：第三角法の表現について積
極的に関心を持つ。

ｂ：表現する要素について理解
し、適切な図法を選択できる。

ｃ：与えられた課題を、迅速・て
いねいに仕上げ、表現できる。

ｄ：図法の基本について、理解
できる。
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透
視
図
法

二点透視図
立体

建物外観

一点透視図
立体

建物室内

着彩パースの作成
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垂直水平面のみで
構成される立体

隠れ線の表現

斜面を含む立体

曲面を含む立体

種類と特徴

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている
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